
　シンガポール日本商工会議所の皆様、新年あけま
しておめでとうございます。
　昨年は、人の交流が活発になり、2023年10月の
訪日外客数は新型コロナウィルス感染拡大後初めて
コロナ前の2019年同月を超えました。シンガポール
から日本への渡航者数は10月として過去最高を記録
しています。日本からの渡航者数も回復を見せてお
り、2023年10月のシンガポールへの渡航者数は前
年同月比2倍以上となっています。昨年は、経団連、
経済同友会、日本商工会議所の幹部の方をお迎えす
るなど、シンガポールを含む東南アジアと日本の間
のビジネス交流が、昨年より一段と質・量ともに高
いレベルに推移したように感じます。おそらく、皆
様も対面での交流を重ねながら、そういった手応え
をお感じになっているのではないでしょうか。
　私も、当地に出張で訪れる方を含め、多くの政府
関係者、日系・外資系企業の皆様との意見交換を通
じ、日本が大きな節目にあるという声をお聞きしま
す。実際に、長らく停滞が続いた賃上げについて
は、2023年春闘で約30年ぶりの賃上げ率を記録し、
また、国内設備投資計画額の伸びも最高水準となり
ました。多くの企業で最高収益が更新され、株価は
バブル後の最高値を更新しています。このような流
れを受けて、当地でも体制強化や投資拡大に向けた
動きが活発になっていると感じます。外資企業から
は日本への投資拡大に積極的であると聞き、日系企
業からは現地企業とのコラボレーションによるGX
やスタートアップ関連への新たな挑戦や体制強化の
お話を聞く機会が多くありました。新たに始まりか
けている好循環の継続のカギは、企業の「稼ぐ力」
であり、投資拡大です。JCCI会員企業の皆様のリー
ダーシップの下で更なる投資拡大を実現し、来年が
新たな飛躍の年となることを強く願っております。
当館も、引き続き全力で皆様を支援していきたいと
考えております。
　また、シンガポールも大きな節目を迎えていま

す。昨年9月のターマン新大統領就任に続き、本年
11月までに、シンガポール建国以来4人目となる
ローレンス・ウォン新首相による新政権が発足しま
す。新しい大統領、首相と共に、これまでの強固な
信頼関係を維持し、さらに強固にしていくことがこ
れからの重要な課題となります。日本にとってシン
ガポールは、初めて経済連携協定（EPA）を締結
した国であり、また、2026年には外交関係樹立60
周年を迎えるなど、重要なパートナーです。企業の
皆様とともに、日・シンガポール関係をこれまで以
上に強化していきたいと考えております。
　昨年は日・ASEAN友好協力50周年の年でした。
これまでシンガポールをはじめとする東南アジア各
国とは対等なパートナーとして心と心の触れ合う信
頼関係を築いてまいりました。この先人が築いた
「心と心の絆」を新たな高みに引き上げ、次世代に
引き継いでいくことが我々の責任です。昨年12月
には、日ASEAN50周年の締めくくりとして特別首
脳会議が開催され、これからの日ASEAN関係と協
力の大きな方向性を示すビジョンが発出されまし
た。そのビジョンにおいて、豊かで持続的、自由な
経済社会を日ASEANの共創により実現することが
示されています。皆様と協働し、今年から始まる次
の50周年に向けて、日・シンガポール、日・
ASEANの新たな価値を１つでも多く創出していき
たいと願っております。
　最後になりましたが、シンガポール日本商工会議
所の皆様には、日・シンガポール間の経済関係を支
える活動を行っていただいており、改めてこの場を
お借りして感謝申し上げます。シンガポール日本商
工会議所が主催するセミナーやネットワーキングイ
ベントは、企業を超えた連携を図る場としてたいへ
ん有意義な活動になっています。これまでの継続的
なご尽力を讃えるとともに、益々のご発展と、会員
企業の皆様のご多幸、ご健勝を心より祈念し、新年
のご挨拶とさせていただきます。
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